
救急搬送における医療機関の受入状況（産科・周産期傷病者）

○ 医療機関への照会回数４回以上
の事案が749件（全体の4.6%）あ
り、現場滞在時間30分以上の事案
が1,029件（6.3％）ある。

医療機関に受入の照会を行った回数ごとの件数

現場滞在時間区分ごとの件数

３０分以上の事案の割合のみが全国平均を上回る団体

４回以上の事案、３０分以上の事案の割合がいずれも
全国平均を上回る団体

都道府県 4回以上 30分以上

岩手県 8.4%

宮城県 6.5%

茨城県 4.7% 9.2%

埼玉県 8.6%

千葉県 9.1% 11.8%

東京都 9.9% 13.4%

神奈川県 8.4% 11.6%

大阪府 8.6% 7.4%

全国平均 4.6% 6.3%

○ 首都圏、近畿圏等の大都市部
において、照会回数の多い事案
の比率が高い。

１
回

２～３
回

４～５
回

６～１０
回

１１回～ 計
４回
以上

６回
以上

11回
以上

最大
照会
回数

産科・周産期
傷病者

件数 13,645 1,904 484 218 47 16,298 749 265 47

26

割合 83.7% 11.7% 3.0% 1.3% 0.3% 100% 4.6% 1.6% 0.3%

15分
未満

15分以上
30分未満

30分以上
45分未満

45分以上
60分未満

60分以上
120分未
満

120分
以上

計
30分
以上

45分
以上

60分
以上

産科・周産期
傷病者

件数 10,293 5,140 718 198 106 7 16,462 1,029 311 113

割合 62.5% 31.2% 4.4% 1.2% 0.6% 0.04% 100% 6.3% 1.9% 0.7%

「平成２０年中の救急搬送における医療機関の受入れ状況等実態調査」（平成２１年３月 総務省消防庁・厚生労働省）
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受入医療機関決定までに受入に至らなかった理由とその件数（産科・周産期）

※「処置困難」とは、医療機関が、傷病者の症状に対処する設備・資器材がない、手術スタッフが不足
している、傷病者の症状から手におえないことを理由に受入れできないと回答したものをいう。

「平成２０年中の救急搬送における医療機関の受入れ状況等実態調査」（平成２１年３月 総務省消防庁・厚生労働省）

受入れに至らなかった理由ごとの件数

照会回数１１回以上の事案における受入れに至らなかった理由と件数

手術中・患
者対応中

ベッド満床 処置困難※ 専門外 医師不在
初診（かか
りつけ医な

し）
理由不明 計

件数 2,250 2,959 3,532 1,285 261 18 1,804 12,109

割合 18.6% 24.4% 29.2% 10.6% 2.2% 0.1% 14.9% 100%

件数 70 109 262 39 15 12 117 624

割合 11.2% 17.5% 42.0% 6.3% 2.4% 1.9% 18.8% 100%

件数 513 89 580 823 198 13 615 2,831

割合 18.1% 3.1% 20.5% 29.1% 7.0% 0.5% 21.7% 100%

件数 2,765 2,590 3,867 2,143 337 54 2,434 14,190

割合 19.5% 18.3% 27.3% 15.1% 2.4% 0.4% 17.2% 100%

重症以上傷病者

産科・周産期傷病者

小児傷病者

救命救急センター等
搬送傷病者

手術中・患
者対応中

ベッド満床 処置困難※ 専門外 医師不在
初診（かか
りつけ医な

し）
理由不明 計

集計
不能
本部

件数 26,639 25,420 28,226 15,099 5,172 373 25,892 126,821

割合 21.0% 20.0% 22.3% 11.9% 4.1% 0.3% 20.4% 100%

件数 1,006 546 1,311 739 397 97 1,483 5,579

割合 18.0% 9.8% 23.5% 13.2% 7.1% 1.7% 26.6% 100%

件数 18,211 3,425 14,032 23,725 9,538 145 17,209 86,285

割合 21.1% 4.0% 16.3% 27.5% 11.1% 0.2% 19.9% 100%

件数 25,752 21,445 28,214 21,339 6,571 284 33,178 136,843

割合 18.8% 15.7% 20.6% 15.6% 4.8% .0.2% 24.2% 100%

46

34

44

58
救命救急センター等

搬送傷病者

小児傷病者

産科・周産期傷病者

重症以上傷病者
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ＮＩＣＵ病床利用率について
（総合周産期母子医療センター19年度実績）

母体及び新生児搬送受入ができなかった理由について
（総合周産期母子医療センター 19年度実績）

※回答センター数に対する割合

「周産期医療に係る実態調査（平成20年10月実施）」結果にみる現状について

ＮＩＣＵ病床利用率９０％超のセンターは約８割 受入れができなかった主な理由は「ＮＩＣＵ満床」

理 由
ＮＩＣＵ
満床

ＭＦＩＣＵ
満床

診察可能
医師不在

その他

センター数 49 31 12 30

割合（％）※ 92.5% 58.5% 22.6% 56.6%

理 由
ＮＩＣＵ
満床

診察可能
医師不在

その他

センター数 41 5 12

割合（％）※ 97.6% 11.9% 28.5%

母体

新生児

70～80％
3%

80～90％
19%

～70％
3%

90～100％
75%

母体及び新生児の搬送受入れ

（厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課調べ）

○ 約８割の総合周産期母子医療センターにおいて、新生児集中治療管理室（ＮＩＣＵ）の病
床利用率が90％超。母体・新生児の搬送受入れが困難である理由として、「ＮＩＣＵ満床」
と回答したセンターは９割を超えている。
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各都道府県におけるNICU・MFICUの充足状況

25

22

（ほぼ）充足している 不足している

NICU

32

13

2

（ほぼ）充足している 不足している

把握していない

MFICU

「周産期医療に係る実態調査（平成20年10月実施）」結果にみる現状について

（厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課調べ）
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